
馬淵川水系河川整備計画の策定について
（大臣管理区間及び青森県知事管理区間）

Ⅰ．新しい河川整備の計画制度
Ⅱ．河川整備計画における治水の目標と具体的方策
Ⅲ．治水対策の具体的内容

平成２０年９月２４日

国土交通省 東北地方整備局

青 森 県

河川法第16条の二により、河川整備基本方針に沿って計画的に河川の整備

を実施すべき区間について、河川に関する学識経験を有する者、関係住民、
県知事等の意見を聴き、河川管理者が河川整備計画を定める。

資料－２



馬淵川水系 河川整備計画の素案の作成

意見

意見

意見

馬淵川水系 河川整備計画の策定

馬淵川水系 河川整備計画（原案）の作成

河川整備基本方針の流れ

馬淵川水系 河川整備基本方針の決定

馬淵川水系 河川整備基本方針の原案の作成

社会資本整備審議会
河川分科会

意見

計画高水流量等の基本的な事項について、河川管理者が審議会の意見
を聴いて定める

河川整備計画の流れ

堤防等の具体的な整備の計画について、河川管理者が地方公共団体の長、
地域住民等の意見を反映させて定める

H19.7.2

小委員会

河川分科会 H19.5.11

第一回 H19.2.23

第二回 H19.3. 7

河川整備の基本となるべき事項

●主要な地点における計画高水流量に関する事項
●基本高水並びにその河道及び洪水調節施設への配分に関する

事項
●主要な地点における計画高水位及び計画横断形に係る川幅に

関する事項
●主要な地点における流水の正常な機能を維持するため必要な流

量に関する事項

河川整備計画で定めるべき事項

●計画対象区間
●計画対象期間
●河川整備の目標に関する事項

・洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項
・河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項
・河川環境の整備と保全に関する事項

●河川整備の実施に関する事項

具体的な河川工事や維持管理等の内容については、河川整備基
本方針の内容を踏まえて、河川整備計画において定める

河川整備学識者懇談会など

意見を聞く会開催等による
住民意見の反映

関係機関協議

河川整備基本方針 《長期的な将来計画》

河川整備計画 《概ね２０～３０年間の具体的な整備の計画》

Ⅰ．新しい河川整備の計画制度

河川整備基本方針と河川整備計画河川整備基本方針と河川整備計画
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馬淵川河川整備基本方針の治水に関する事項

目標とする治水安全度

河川整備基本方針では、水系の重要性、流域の資産等を考慮し、馬淵川で目標とする
治水安全度は、従来の工事実施基本計画と同様、全川にわたり1/100を基本とした。

〈基本高水ピーク流量〉

大橋基準地点 ： 3,500m3/s
※大橋基準地点より 上流で165mm／2日

の雨が降った場合の流出量
※洪水波形はS41.6洪水型

現況河道の評価

昭和１２年以来、築堤、河道掘削、放水路等の事業を進めてきたが、まだまだ治水安全度
は低い

〈基準地点における流下能力〉

大橋基準地点 ： 1,800m3/s
※大橋基準地点は河口～浅水川合流点
の区間を対象

河道整備、洪水調節施設等の治水対策の計画的推進が必要河道整備、洪水調節施設等の治水対策の計画的推進が必要

治水対策に関する事項治水対策に関する事項

2Ⅱ．河川整備計画における治水の目標と具体的方策

馬淵川水系河川整備基本方針（河川法第16条）の概要 ＜基本方針＞



Ⅱ．河川整備計画における治水の目標と具体的方策

馬淵川水系河川整備基本方針（河川法第16条）の概要 ＜基本方針＞

複数の対策について社会・環境・経済面から総合的に評価し、「基準地点大橋において基本高水
流量3,500m3/sとし、このうち流域内の洪水調節施設により300m3/sを調節して、河道への配分流
量を3,200m3/sとする。」ことを、河川整備基本方針における治水対策の基本的内容とした。
（平成19年7月2日 国土交通大臣決定）

「河道掘削」による水位の低下

「洪水調節」による水位の低下

こ
れ
ま
で
の
整
備
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
複
数
の
対
策
に
つ
い
て
、
社

会
・環
境
・経
済
面
か
ら
総
合
的
に
評
価
し
、
河
川
整
備
基
本
方
針
に

お
け
る
治
水
対
策
の
基
本
的
事
項
を
決
定
。

治水対策の基本的内容

洪水調節施設により水位低下
を図る。
ただし、洪水調節施設の適地
に限界がある。

掘削により水位低下を図る。
ただし、堤防の保護等の問題
から掘削には限界がある。

河
川
整
備
基
本
方
針
の
治
水
対
策

破定時の被害が拡大する。
また、橋梁等の改築が必要な
だけでなく、堤内側の土地買
収に多額の費用を要する。

整備済堤防の撤去と再整備、
堤内側の土地買収に多額の費
用を要し、現在の土地利用に
与える影響が大きい。

「引堤」による水位の低下

「堤防嵩上げ」による対応

治水対策の基本的内容治水対策の基本的内容
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Ⅱ．河川整備計画における治水の目標と具体的方策

馬淵川水系河川整備基本方針（河川法第16条）の概要 ＜基本方針＞

馬淵川河道配分流量図（計画高水流量）

大橋基準地点大橋基準地点 ■

330

〔3,500〕
3,200

太
平
洋

馬淵川

浅
水
川

●
河
口

■
大
橋

流域内の洪水調節施設により
３００m3/sを調節

■：基準地点
●：主要な地点

上段：基本高水のピーク流量(m3/s)
下段：計画高水流量(m3/s)

凡 例

流域内の洪水調節施設により

300m3/s調節

築堤と掘削による河積確保可能量

1,400m3/s

現況河道流下能力

1,800m3/s

大橋基準地点：基本高水のピーク流量（3,500m3/s）

流量配分図流量配分図
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馬淵川計画高水流量図



Ⅱ．河川整備計画における治水の目標と具体的方策

馬淵川水系河川整備計画（河川法第16条の二）における治水の目標

河川整備基本方針と河川整備計画

○河川整備基本方針
河川管理者がその管理する河川について、計画高水流量その他当該河川の河川工事及び河川の維持 につい

ての基本となるべき方針に関する事項をあらかじめ社会資本整備審議会の意見を聴き定めるもの
○河川整備計画（具体的な整備の計画）

河川管理者が河川整備基本方針に沿って計画的に河川の整備を実施すべき区間について、当該河川の整備に
関する計画を河川に関して学識経験を有する者、関係都道府県の知事または市町村長の意見を聴き、関係住民
の意見を反映させるための必要な措置を講じて定めるもの

※概ね20～30年間の河川工事等の具体的な整備計画

高い 将来の河川

（河川整備／維持管理）

新たな
河川整備

と維持管理

整
備
目
標

今回の整備計画の目標

これまでの
治水対策

低い

時間的経過

現在の河川

河
川
整
備
基
本
方
針

河
川
整
備
計
画

(河川整備／維持管理)

おおむね20～30年間現在

河川整備基本方針と河川整備計画河川整備基本方針と河川整備計画
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Ⅱ．河川整備計画における治水の目標と具体的方策

馬淵川水系河川整備計画（河川法第16条の二）における治水の目標

戦後の最大洪水である昭和22年8月洪水と同規模の洪水が
発生した場合にも、氾濫による浸水被害等の重大な浸水被
害を防止し、八戸市街の資産を守る。

～今回定める河川整備計画の対象期間は、今後概ね30年間～

下流部の目標流量下流部の目標流量
((大臣管理区間大臣管理区間))

馬淵川水系における治水の目標
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現況流下能力：1,800m3/s

戦後最大S22.8洪水約2,800m3/s

S22.8洪水
約2,800m3/s

－ 大橋基準地点の年最大流量 －

※氾濫しないで全て河道を流下した場合を想定

河川整備計画の目標流量
馬淵川 大橋地点：2,500m3/s

◆水位記録は既往最大（水位から推定した流量）



Ⅱ．河川整備計画における治水の目標と具体的方策

馬淵川水系河川整備計画（河川法第16条の二）における治水の目標
下流部対象洪水の概要下流部対象洪水の概要

((大臣管理区間大臣管理区間))
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～主要洪水における各地点の実績水位～

昭和22年8月洪水の状況

～洪水被害状況～

～等雨量線図（S22.8.1）～

昭和22年8月洪水の氾濫域

◆7月下旬から8月にかけて、低気圧前線
が停滞し、流域内では100mmを超える大雨
がもたらされ、馬淵川の各所で氾濫した

◆水位記録は既往最大
（水位から推定した流量：約2,500m3/s）

◆被害は八戸市のほか、本川筋の南部町付近及び熊原川沿川で被害が甚大

旧馬淵川

直轄区間

放水路
S30完成

外水 内水 外水 内水

床上浸水

床下浸水

浸水面積 3203

洪水発生年
被　害　状　況

項目
直轄区間 指定区間

昭和22年8月
393

計

293 100

1650 1553
出典：青森県60年間の異常気象

15.8108.8485.654S22.8.1洪水1位

17.0499.4696.550計画高水位（T.P.m）

14.020－5.190S33.9.17洪水3位

15.0008.3185.344S15.9.4洪水2位

剣吉櫛引橋大橋主要地点名

※平成元年聞き取り調査より推定

出典：馬淵川工事改修概要（昭和31年6月）、青森河川国道事務所水文資料



Ⅱ．河川整備計画における治水の目標と具体的方策

馬淵川水系河川整備計画（河川法第16条の二）における治水の目標

現況河道で昭和22年8月洪水と同規模の洪水が発生した場合の浸水区域

下流部対象洪水による浸水区域下流部対象洪水による浸水区域
((大臣管理区間大臣管理区間))
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馬
淵

川

新たな治水対策が必要

現況河道では昭和22年8月洪水と同規模の洪水を防止

することが困難

昭和22年8月洪水と同規模の洪水が発生した場合、

大橋地点上流区間において現況流下能力を超過する

大橋地点大橋地点

昭和22年8月洪水規模の洪水

が発生した場合の浸水区域
（破堤は想定していない）

旧馬淵川
1,800m3/s現況流下能力

700m3/s
約 2,500m3/s昭和22年8月洪水

超過流量地点通過流量大橋地点上流

ha81浸水想定面積

世帯36床下浸水

世帯108床上浸水
浸水想定世帯数

昭和22年8月洪水規模による浸水被害



Ⅱ．河川整備計画における治水の目標と具体的方策

馬淵川水系河川整備計画（河川法第16条の二）における治水の目標
中流部の目標流量中流部の目標流量

((青森県知事管理区間青森県知事管理区間))
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期間：今後概ね２０年間

区間：青森県管理区間全体

宅地 1/20
Q=1,750m3/s

目標安全度の
見直し

○浸水戸数３０１戸→０戸
○H16.9洪水・H18.10洪水による宅地の

浸水被害を解消

宅地 1/10
Q=1,450m3/s
（現行計画）

現況流下能力
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1/10計算流量
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※流量はH15　H-Q式より算定

実績ピーク流量1428m3/s

1/10流量 1367m3/s

(氾濫考慮）

H16年9月洪水の検証：剣吉地点

岩
手
県

剣
吉
川

浅水川
(目標:H11.10洪水)

波の葉橋

↑240

滝谷橋

剣吉川
(目標:S57.5洪水、H11.10洪水)水管橋 虎渡地区

(目標:H5.7洪水,H14.7洪水)↑210

猿
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↑
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現浅水川 ↑
240

土橋川
(目標:H5.7洪水)
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(単位：m
3
/s) ↑190

40
↓

現行計画 流量配分図（H15年10月策定）

剣吉地点の1/10計算流量：1367m3/s（氾濫考慮）

←1450    ←
[1406] [1367]

剣
吉

基準点：櫛引橋
1450m3/s（1/10）

[  ]書：1/10計算流量
（氾濫考慮）

策定後に
大規模洪水



Ⅱ．河川整備計画における治水の目標と具体的方策

馬淵川水系河川整備計画（河川法第16条の二）における治水対策

河川整備計画で考えられる改修案

平水位以上の低水路拡幅（高水敷き切下げ）
により流下断面を拡大し、水位低下を図る。

平水位以上の低水路拡幅（高水敷き切下げ）
により流下断面を拡大し、水位低下を図る。

無堤部や堤防の高さ・断面不足区間において
は築堤（拡築）を整備するとともに、あわせ
て河道掘削を実施する。

無堤部や堤防の高さ・断面不足区間において
は築堤（拡築）を整備するとともに、あわせ
て河道掘削を実施する。

①｢河道掘削｣による対応

②｢築堤・河道掘削｣による対応

下流部の基本的な内容下流部の基本的な内容
((大臣管理区間大臣管理区間))

10

河川整備計画における河道の目標流量を安全に流下させるため、
新たな築堤、河道掘削を実施することにより対応する。

平水位

平水位

無堤部や堤防の高さ・断面不足区間において
は築堤（拡築）を整備するとともに、川幅を
拡大することにより水位低下を図る。

無堤部や堤防の高さ・断面不足区間において
は築堤（拡築）を整備するとともに、川幅を
拡大することにより水位低下を図る。

③｢築堤」による対応

平水位



Ⅱ．河川整備計画における治水の目標と具体的方策

馬淵川水系河川整備計画（河川法第16条の二）における治水対策

③｢築堤｣

×

約127億円

防災上のリスクの拡大を避け、
計画高水位以下で流下させるた
めには、既設堤防の一部引堤や
新設堤防の横断幅(川幅)の拡大

が必要。

既存ストックの無駄や新たに生じ
る用地補償等の社会的影響も大
きいと想定され、非効率的。

既設堤防撤去土量：V=509千m3

堤防盛土量 ：V=582千m3

大橋地点：2,500m3/s

目標流量に対して、「築堤」
による河川整備を実施

約 55億円約 81億円コスト

大橋地点：2,500m3/s大橋地点：2,500m3/s
河道

配分

目標流量に対して「築堤･河道
掘削」での河川整備を実施

目標流量に対して「河道掘
削」のみの河川整備を実施

概要

◎

組み合わせにより、掘削土の築
堤盛土への活用など効率的な事
業展開が期待でき、掘削による
河道への影響も最小限 にできる。

掘削土量 ：V=430千m3

堤防盛土量：V=140千m3

②｢築堤・河道掘削｣

両ケースともに、所定の水位以下で洪水が流下可能であるが、コスト面において②「築堤・河道
掘削」が最も優位であり、このケースを河川整備計画における整備内容とする

△

河道掘削を必要とする区間で、
基本方針の計画高水流量を下さ
せる断面規模に匹敵するため、
段階的な整備として 現時点では

非現実的。

また、大規模な掘削土量と残土
処理 用地の課題が発生し、非効
率的。

掘削土量：V=1,000千m3

①｢河道掘削｣

結果

評価

事業

規模

項 目

下流部の改修内容の比較下流部の改修内容の比較
((大臣管理区間大臣管理区間))

治水対策目標流量に対する改修案の検討

11



新大橋 馬淵大堰 JR 大橋 根城大橋 尻内橋

浅水川

櫛引橋

5,500

5,000

4,500

4,000

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
距離(km)

流
下

能
力
(
m
3
/
s
)

右
岸

左
岸

沼　館 城　下 根　城 八　幡

八太郎 河原木 長苗代 一日市

八戸市  51,217人　10,229億円

八戸市　41,355人　7,209億円

Ⅱ．河川整備計画における治水の目標と具体的方策

馬淵川水系河川整備計画（河川法第16条の二）における治水対策

「戦後の最大洪水である昭和22年8月洪水と同規模の洪水が大橋地点を通過する流量2,500m3/sを河道整備の目
標として、築堤･河道掘削により処理する」ことを、河川整備計画（大臣管理区間）における治水対策の具体的方策
とする。

整備計画実施により、外水はん濫による浸水被害の解消
「堤防整備、河道掘削を実施することにより、戦後の最大洪水である昭和22年8月洪水と同規模の洪水が発生しても、氾濫による浸

水被害を防止する」

※外水：河川から氾濫した洪水
内水：河川に流れることができずに氾濫した洪水

昭和22年８月洪水と同規模
の洪水による浸水被害解消
（整備計画実施後)

大橋地点大橋地点

堤
防
整
備
と
河
道
掘
削
を
実
施

完成堤防完成堤防

完成堤防完成堤防

堤防整備：無堤部や高さ、断面積が不足する区間で堤防を整備
河道掘削：河道掘削により流下断面を拡大

馬
淵

川

整備計画で目標とする河道分担量(案)

堤防完成時の河道で流下できる流量

堤防完成時の河道で流下できる流量
掘削により流下できる流量

整備計画で目標とする河道分担量(案)

左
岸

流
下

能
力

右
岸

(m
3
/
s)

下流部の方策と浸水被害の軽減下流部の方策と浸水被害の軽減
((大臣管理区間大臣管理区間))

治水対策目標に対する具体的方策

堤防の決壊等に対する浸水被害の解消

12

河川整備基本方針 計画高水流量

河川整備基本方針 計画高水流量

堤防が完成した場合の流下能力

現在の堤防状況を考慮した流下能力

無堤区間
堤内地(市街地・宅地)

暫定堤防区間
山付区間
完成堤防区間

無堤区間
堤内地(市街地・宅地)

暫定堤防区間
山付区間
完成堤防区間

ha81浸水想定面積

世帯36床下浸水

世帯108床上浸水
浸水想定世帯数

昭和22年8月洪水規模による浸水被害

Ha0

世帯0

世帯0

整備後

掘削により流下できる流量

築堤により流下できる流量



330

3,200

太
平
洋

馬淵川

浅
水
川

●
河
口

■
大
橋

河川整備基本方針 計画高水流量

＜凡例＞

■：基準地点
●：主要地点

単位：m3/s

※浅水川は青森県による整備計画流量案を記載

240

2,500

太
平
洋

馬淵川

浅
水
川

●
河
口

■
大
橋

河川整備計画流量（大臣管理区間）

＜凡例＞

■：基準地点
●：主要地点

単位：m3/s

馬淵川河道配分流量図（整備計画流量）

Ⅱ．河川整備計画における治水の目標と具体的方策

馬淵川水系河川整備計画（河川法第16条の二）における治水対策
下流部の流量配分図下流部の流量配分図

((大臣管理区間大臣管理区間))

13
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整備計画河道(宅地) 輪中堤整備後(宅地)

整備計画河道(農地) 現況河道(農地)

現況河道(宅地) 整備計画流量(1/20)

整備計画流量(1/10) 流量(1/3)

Ⅱ．河川整備計画における治水の目標と具体的方策

馬淵川水系河川整備計画（河川法第16条の二）における治水対策
中流部の基本的な内容中流部の基本的な内容
((青森県知事管理区間青森県知事管理区間))

14

ＨＷＬ(1/20)

輪中堤

ＷＬ(1/3)

農地

掘削

宅地

Ａ

Ｂ

【宅地の治水対策】
○未対策地区（相内・川守田）

Ａ：輪中堤により早急に安全度を向上
Ｂ：河道掘削により目標安全度を達成

○対策実施済地区
Ｂ：河道掘削により目標安全度を達成

【農地の治水対策】
Ｂ：河道掘削により浸水深を軽減

（安全度の向上）

整備方針と整備イメージ 実施後の流下能力図 相
内

1450m3/s(1/10)

920m3/s(1/3)

1750m3/s(1/20)

河川整備計画流量（青森県知事管理区間）

川
守
田

太太

平平

洋洋

坂
牛
川

如
来
堂
川

猿
辺
川

熊
原
川

剣
吉
川

岩
手
県

青
森
県

←1,750

波の葉橋

滝谷橋

40
→

↑
240

↑240

↑210
↑190

浅水川
（目標：H11.10洪水）

相内地区

（単位：m3/s）

水管橋

現浅水川

大
橋

櫛
引
橋

川守田地区

馬淵川（目標：確率規模1/20）

土
橋
川



・大臣管理区間は、戦後最大であるS22.8洪水と同規模の洪水に対して、築堤や河道掘削などの対策
を実施して、安全度を確保する。

・青森県知事管理区間は、H16.9洪水及びH18.10洪水と同規模の洪水に対して、地域との合意形成を図りながら、輪中
堤等の対策を実施し、宅地の安全度を早期かつ効果的に確保し、河道掘削による浸水被害軽減を図る。

Ⅱ．河川整備計画における治水の目標と具体的方策

馬淵川水系河川整備計画（河川法第16条の二）における治水対策 治水対策の概要治水対策の概要

15

◆大臣管理区間：目標を達成するため、今後おおむね３０年間で以下の対策を実施する
①河道の治水安全度向上を図る
・浸水被害を防止するため、無堤部や堤防の高さ・断面積が不足してする区間で堤防を整備する。
・河道掘削により、流下断面を拡大し、水位低下を図る。
②河川管理施設の安全性向上を図る
・堤防の安全度点検をもとに、対策が必要な箇所については、優先的に堤防の質的強化を図る。
③地震対策
・河川構造物について耐震点検等を行い、必要に応じて地震対策を実施する。
④管理高度化
・関係機関とCCTVカメラなどを活用した洪水情報共有システムを構築し、管理の高度化を図る。
⑤馬淵川の総合的な治水対策
・H19.3に策定した「馬淵川の総合的な治水対策」を関係機関と連携を図りながら継続する。
・ハード対策の例として、外水氾濫および内水氾濫の恐れのある箇所について地域との合意形成により、連携した治水対策を実
施するとともに防災ステーション整備などを行う。

・ソフト対策の例として、洪水情報メール通報システム、避難行動マニュアル作成・自主防災組織設立のための支援など危機管
理体制の強化を図る。

河川整備計画における治水対策の概要

◆青森県知事管理区間：目標を達成するため、今後おおむね２０年間で以下の対策を実施する
①河道の治水安全度向上を図る
・河道掘削により流下断面を拡大し、浸水被害の軽減を図りつつ、家屋の浸水被害を防止するため、輪中堤の整備を実施する。
②管理高度化
・関係機関とCCTVカメラなどを活用した洪水情報共有システムを構築し、管理の高度化を図る。
③馬淵川の総合的な治水対策
・H19.3に策定した「馬淵川の総合的な治水対策」を関係機関と連携を図りながら継続する。
・ハード対策の例として、外水氾濫および内水氾濫の恐れのある箇所について地域との合意形成により、連携した治水対策を実
施する。

・ソフト対策の例として、洪水情報メール通報システム、避難行動マニュアル作成・自主防災組織設立のための支援など危機管
理体制の強化を図る。
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河道掘削による流下能力

堤防が完成した場合の流下能力

現在の堤防状況を考慮した流下能力

◆馬淵川の現在の堤防整備状況

Ⅲ．治水対策の具体的内容 【馬淵川下流部】

河道の治水安全度向上

16

※完成堤防整備率は堤防必要延長に対する完成堤防延長の割合
（堤防整備率＝完成堤防延長／堤防必要延長）

◆流下能力達成率

2.0km
(11.4%)

暫定堤防

2.4km
(13.6%)

未施工

17.6km
(100%)

13.2km
(75.0%)馬淵川

合計完成堤防河川名

HWL規模で

整備した堤防

左
岸

右
岸

築堤により築堤により

流下能力を確保流下能力を確保

河道掘削により河道掘削により

流下能力を確保流下能力を確保

HWL
計画堤防高

HWL
計画堤防高

直轄管理区間L=10km

【凡　　例】

完成堤

暫定堤

未施工

馬淵川の完成堤防整備率は
約75％（13.2k/17.6k)

馬淵川の完成堤防整備率は
約75％（13.2k/17.6k)

右岸7.2k～8.4k右岸7.0k～7.2k

右岸

右岸

2.0km

6.2k～6.8k

4.2k～5.6k

暫定堤防

2.4km

5.6k～6.2k

9.0k～9.6k

無堤（未施工）

13.2km延長

右岸右岸0.0k～4.0k

左岸左岸0.0k～9.0k

位

置

完成堤防堤防
状況

堤防整備状況堤防整備状況
((大臣管理区間大臣管理区間))



馬
淵

川

※※位置や構造については、今後詳細な設計を経て決定するため、位置や構造については、今後詳細な設計を経て決定するため、
最終的なものではありません最終的なものではありません

整備メニュー（堤防整備・河道掘削）整備メニュー（堤防整備・河道掘削）

・堤防整備：整備延長 約4.4kmの堤防拡築を行う
・河道掘削：約43万m3の河道掘削を行う（※掘削土は堤防築堤に有効活用する）

・水辺利用(高水敷)や低水路環境に十分配慮する

・堤防整備：整備延長 約4.4kmの堤防拡築を行う
・河道掘削：約43万m3の河道掘削を行う（※掘削土は堤防築堤に有効活用する）

・水辺利用(高水敷)や低水路環境に十分配慮する

◆堤防整備・河道掘削が必要な箇所

Ⅲ．治水対策の具体的内容 【馬淵川下流部】

河道の治水安全度向上
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凡例

：堤防整備
：河道掘削

無堤部や断面(堤防高や幅)が
不足する箇所の堤防延長 L=4.4km

無堤部や断面(堤防高や幅)が
不足する箇所の堤防延長 L=4.4km 0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

-50 0 50 100 150 200 250 300

整備計画河道現況河道

掘削土は、
築堤に利用

計画高水位

平水流況
相当水位

河道掘削および堤防拡築のイメージ

掘削土は、
築堤に利用

堤防の
拡築

堤防の
拡築

堤防整備

河道掘削

0.00.0ｋｋ
1.01.0ｋｋ

2.02.0ｋｋ

3.03.0ｋｋ

4.04.0ｋｋ

5.05.0ｋｋ

6.06.0ｋｋ

7.07.0ｋｋ

9.09.0ｋｋ

8.08.0ｋｋ

大橋地点大橋地点

左右岸

一日市左岸9.0k～9.6k

八幡7.2k～8.4k

根城・八幡・一日市

根城

地区名

6.2k～9.6k河道掘削

右岸
4.2k～6.8k

堤防整備

位 置整備内容

堤防整備／河道掘削堤防整備／河道掘削
((大臣管理区間大臣管理区間))



▽計画高水位

天端舗装

遮水シート

止水矢板

基礎地盤

堤体

ドレーン工

腹付け盛土 河川からの浸透を防ぐ

パイピングによる土砂流出を防ぐ

降雨の浸透を防ぐ浸透破壊・すべり破壊を防ぐ

◆浸透に対する安全性を向上させるため堤防の質的整備を行う

・馬淵川の既設堤防については、直轄区間管理区間全区間において詳細点検を実施済みである。
・詳細点検の結果、対策の必要性が確認された箇所については、漏水や浸透に対する安全性を確保するための

対策を実施する。

・馬淵川の既設堤防については、直轄区間管理区間全区間において詳細点検を実施済みである。
・詳細点検の結果、対策の必要性が確認された箇所については、漏水や浸透に対する安全性を確保するための

対策を実施する。

浸水想定区域図から氾濫面積が広範囲となり、被害拡大が想定される馬淵川
左岸4.0～7.0k区間の長苗代地区を優先的に整備

浸水想定区域図から氾濫面積が広範囲となり、被害拡大が想定される馬淵川
左岸4.0～7.0k区間の長苗代地区を優先的に整備

漏水や浸透に対する安全性を確保するための対策工法
・堤体を対象とした強化工法 ⇒遮水シート，裏腹付け，ドレーン
・基礎地盤を対象とした強化工法 ⇒遮水矢板

※これらの工法のうち、馬淵川ではドレーン工法で対応

※位置や構造については今後の調査・設計を経て決定するもので最終的なものではありません

シルト

粗砂

粘性土
粗砂

礫まじり土

復旧土

旧堤 大正～昭和初期の築堤

現堤 昭和30～41年の築堤

古い堤防は嵩上げや拡幅により内部構造が複
雑であるため、漏水や浸透に対して脆弱な場
合がある （他河川の例）

堤防質的整備箇所

Ⅲ．治水対策の具体的内容 【馬淵川下流部】

河川管理施設の安全度向上

馬
淵

川
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質的整備（長苗代地区）

質的整備（城下地区）

0.00.0ｋｋ

1.01.0ｋｋ

3.03.0ｋｋ

4.04.0ｋｋ

5.05.0ｋｋ

6.06.0ｋｋ

7.07.0ｋｋ
8.08.0ｋｋ

9.09.0ｋｋ

2.02.0ｋｋ

大橋地点大橋地点

質的整備（一日市地区） 一日市
左岸

右岸

地区名

長苗代

城下

7.0k～8.0k

4.0k～7.0k

1.0k～3.0k

位 置

堤防の質的整備堤防の質的整備
((大臣管理区間大臣管理区間))

▲ 質的整備のイメージ



防災ステーションとは？

「河川防災ステーション」は、水防活動を行う上で必要な土砂などの緊急用資材を
事前に備蓄しておくほか、資材の搬出入やヘリコプターの離着陸などに必要な作業
面積を確保するもの。洪水時には市町村が行う水防活動を支援し、災害が発生した
場合には緊急復旧などを迅速に行う基地となるとともに、平常時には地域の人々の
レクリエーションの場として、また河川を中心とした文化活動の拠点として活用される
施設である。

【災害時の活用】
①緊急復旧用資材備蓄基地
②災害対策車輌基地
③車輌交換場所
④ヘリポート
⑤洪水時の現地対策本部
⑥水防団の待機場所
⑦水防倉庫
⑧一般住民の避難場所

【平常時の活用】
①コミュニティースペースとし

て地域に提供

②水防活動の訓練等に利用
③防災学習施設や川の情報

発信拠点として水防セン
ターを活用

防災ステーションイメージ図

・水防活動、緊急復旧のための資材備蓄や排水ポンプ車等の災害対策車の基地としての整備を図るとともに、
地域に対する防災情報提供、防災教育活動などの拠点とするため防災ステーションの整備を図る。

・水防活動、緊急復旧のための資材備蓄や排水ポンプ車等の災害対策車の基地としての整備を図るとともに、
地域に対する防災情報提供、防災教育活動などの拠点とするため防災ステーションの整備を図る。

◆防災拠点の整備

水防活動状況（他河川の事例）

排水ポンプ車での排水状況

Ⅲ．治水対策の具体的内容 【馬淵川下流部】

浸水被害に対する連携

馬
淵

川
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検討位置

大橋地点大橋地点

0.00.0ｋｋ

1.01.0ｋｋ

2.02.0ｋｋ

3.03.0ｋｋ

4.04.0ｋｋ

5.05.0ｋｋ

7.07.0ｋｋ
8.08.0ｋｋ

9.09.0ｋｋ

6.06.0ｋｋ

一日市地区
（尻内町表河原）

防災ステーション防災ステーション
((大臣管理区間大臣管理区間))



Ⅲ．治水対策の具体的内容Ⅲ．治水対策の具体的内容 【馬淵川中流部】

河道の治水安全度向上

南部町苫米地～三戸町川守田地内
掘削 Ｌ＝１４．２km

熊原川 三戸町川守田地区
輪中堤 Ｌ＝750m

ＨＷＬ

100m

馬淵川 南部町相内地区
輪中堤 Ｌ＝400m

ＨＷＬ

H=1.8m

100m

馬淵川 三戸町川守田地区
輪中堤 Ｌ＝150m

ＨＷＬ

45m

H=1.9m

青い森鉄道
（旧東北本線）

馬淵川

熊原川

━━ 輪中堤

川守田地区

青い森鉄道
（旧東北本線）

━━ 輪中堤

相内地区

４

馬
淵
川

事業実施延長 Ｌ＝１７．０km

S=1:75,000

直
轄

区
間

八戸市

三戸町
さんのへまち

南部町
なんぶちょう

櫛
引
橋 剣

吉
橋

熊原川

猿
辺

川

剣
吉
川

如
来

堂
川きたたかいわ

とまべち

けんよし
すわのたいら

さん
の

へ

南部町役場

４

104

青い森鉄道
（旧東北本線）

相内地区
L=400m

あいない

川守田地区
L=150m+750m

かわもり た

凡 例

想定氾濫区域(1/20)

輪中堤

掘削

輪中堤 L=1,300m、掘 削 L=14.2km

ＨＷＬ

H=1.5m

100m

20
河道掘削／輪中堤河道掘削／輪中堤

((青森県知事管理区間青森県知事管理区間))



Ⅲ．治水対策の具体的内容Ⅲ．治水対策の具体的内容 【浅水川】

河道の治水安全度向上

滝谷橋付近～神明橋

現況河道の拡幅と築堤を実施

平成2年10月及び平成11年10月に発生した洪水と同規模の洪水を
安全に流下させるため、河道拡幅と築堤を実施

八戸港

坂
牛

川

盲
堤

沢

土
橋

川

剣
吉

川

如
来

堂
川

小猿辺川

浅
水

川

青　森　県

南部町

八戸市

五戸町
新郷村

階上

東北新幹線

東北縦貫自動車道
八戸線

 国道45号

 国
道

4号
尻内橋

櫛引橋

名久井橋

剣吉橋

大　橋

浅水川
滝谷橋上流水管橋～神明橋

H15.10整備計画を踏襲

整備計画目標流量配分図
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馬淵川（目標：確率規模1/20）

太太

平平

洋洋

坂
牛
川

如
来
堂
川

猿
辺
川

熊
原
川

剣
吉
川

岩
手
県

青
森
県

←1,750

波の葉橋

滝谷橋

40
→

↑
240

↑240

↑210
↑190

相内地区

（単位：m3/s）

水管橋

現浅水川

大
橋

櫛
引
橋

川守田地区

土
橋
川

土橋川
（目標：H5.7洪水）

浅水川
（目標：H11.10洪水）

河道拡幅／築堤河道拡幅／築堤
((青森県知事管理区間青森県知事管理区間))

整備期間：今後概ね２０年間

H15.10整備計画を踏襲


